
科目 講師 提出
25年 月 日

学年
前期
後期

＜講義目的＞ この教科を学び、どのような力・知識が身に付くのか。

<講義概要>

講義 60 ％ 演習 40 ％ 実習 ％

＜到達目標レベル（何を、どのレベルに）＞

＜レッスンプラン（時限ごとの項目スケジュール概要）＞

回

＜授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）＞

＜成績評価方法・基準＞

その他（　　　％）

↳ （ ）

＜教員紹介＞

海外専門旅行会社で添乗員を経験し世界中を旅行。　その後ヨーロッパとオセアニア地域のツアー・プランナー（商品企画）を経験し多くのツアーを企画し
た経験を交えて授業を展開します。

レポート（　　　 ％）

評価方法 講義時限内 実技試験（　30　　％） 受講態度（　10　　　％） 作品（　　　％）

15 条件に合った旅程表の作成　東京→鳥羽→名古屋→東京Ⅱ JR時刻表

JR運賃計算は毎年学生が苦労する科目なので復習を欠かすと授業についてこれなくなる可能性が大きいので宿題を出す予定にしています。

試験と 試験期間中 評価
方法

筆記試験（　60　　％） 小テスト（　　　　　％）

13 条件に合った旅程表の作成　東京→京都→岡山→東京Ⅱ JR時刻表

14 条件に合った旅程表の作成　東京→鳥羽→名古屋→東京Ⅰ JR時刻表

11 条件に合った旅程表の作成　東京⇔大阪Ⅱ JR時刻表

12 条件に合った旅程表の作成　東京→京都→岡山→東京Ⅰ JR時刻表

9 JR時刻表を使い運賃計算方法を説明Ⅲ JR時刻表

10 条件に合った旅程表の作成　東京⇔大阪Ⅰ JR時刻表

8 JR時刻表を使い運賃計算方法を説明Ⅱ JR時刻表

6 自宅⇔学校　自宅⇔鎌倉⇔江の島⇔自宅　の旅程表の作成 JR時刻表

7 JR時刻表を使い運賃計算方法を説明Ⅰ JR時刻表

4 JRの時刻表の見方Ⅰ JR時刻表

5 JRの時刻表の見方Ⅱ JR時刻表

3 見本の旅程を参考に日程表を作成Ⅱ 講師作成見本旅程

1 日程表の見本を使い日程の見方、作成方法の基礎を説明 エースバンフレット

2 見本の旅程を参考に日程表を作成Ⅰ 講師作成見本旅程

＜授業計画全体における講義・演習・実習の割合＞

国内個人旅行の企画および旅程作成そして見積りが出来る様になるまで指導する。

授業計画 テキスト・使用資料その他 学生PC利用

訪日旅行（個人・団体）の具体的な日程作成方法を学ぶ。　お客様のご希望に沿った旅程を作成できるようになる。またJR運賃の計算方法を学び、その
旅程の見積もりも出来る様になる。

JR時刻表を使用し運賃計算方法を学習。　条件を設定しその条件に合った旅程を企画し分かりやすい旅程の作成方法を指導する。

<授業の進め方>

　　講義　　　　　グループワーク　　　　　実技・演習　　　　　フィールドワーク　　　　　実習　
　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

国際観光ビジネス訪日科 2年
○ 講義時限数 15

単位数 2

2025年度　シラバス＆レッスンプラン

日程作成演習Ⅰ 米田浩三
1 12

授業の方法 講義


